
沖縄全戦没者追悼式で、黙とうする参列者＝�日正午、糸満市摩文仁の平和祈念公園

　
沖
縄
は
�
日
、
沖
縄
戦
か
ら
�
年
の
節
目
と

な
る
「
慰
霊
の
日
」
を
迎
え
た
。
最
後
の
激
戦

地
と
な
っ
た
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園

で
は
同
日
、
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
こ
と
し
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
で
規
模
を
縮
小
し
、
招
待
者
２
０
０

人
程
度
が
参
列
し
た
。
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
悲

惨
な
地
上
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
�
万
人
余
の
戦

没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
願
っ
た
。
平
和

祈
念
公
園
に
は
早
朝
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

亡
く
な
っ
た
家
族
に
思
い
を
寄
せ
、
平
和
の
礎

に
手
を
合
わ
せ
た
。

　
追
悼
式
で
は
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
平
和
宣
言

を
読
み
上
げ
「
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の

し
ん

し

道
の
り
を
真
摯
に
探
り
、
世
界
の
人
々
と
手
を

取
り
合
い
、
こ
の
島
が
平
和
交
流
の
拠
点
と
な

る
べ
く
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決

意
を
表
明
し
た
。
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護

市
辺
野
古
へ
の
移
設
に
伴
う
新
基
地
建
設
問
題

に
触
れ
、豊
か
な
自
然
を
次
代
に
残
す
た
め
「今

を
生
き
る
我
々
世
代
が
未
来
を
見
据
え
、
責
任

を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」と
訴
え
た
。

　
こ
と
し
は
初
め
て
、
国
連
軍
縮
担
当
上
級
代

表
の
中
満
泉
事
務
次
長
、
原
爆
の
被
害
を
受
け

た
広
島
市
の
松
井
一
実
市
長
と
長
崎
市
の
田
上

富
久
市
長
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
。

安
倍
晋
三
首
相
と
関
係
閣
僚
ら
は
参
列
せ
ず
、

首
相
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
。
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どしゃぶりの雨の中、平和の礎に手を合わせる人た
ち＝�日午前９時�分、糸満市摩文仁の平和祈念公園

「
平
和
の
火
」
を
見
つ
め
る
親
子
＝
�
日

午
前
５
時
�
分
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園

沖
縄
戦
犠
牲
者
を
悼
み
、
平
和
を
祈
る
男
性

＝
�
日
午
前
７
時
�
分
、
糸
満
市
米
須
の
魂
魄
の
塔

戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
親
族
に

手
を
合
わ
せ
る
家
族
＝
�
日
午
前

６
時
�
分
、
糸
満
市
米
須
の
魂
魄
の
塔

　
�
万
人
を
超
え
る
命
を
奪
っ
た
沖
縄
戦
か
ら
�
年
の
節
目

と
な
っ
た
�
日
の
「
慰
霊
の
日
」
。
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化

は
さ
ら
に
進
み
、
記
憶
の
継
承
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
沖
縄
全
戦
没

者
追
悼
式
は
大
幅
に
規
模
を
縮
小
、
各
地
の
慰
霊
祭
も
中
止

や
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
で
も
戦
争
体
験
者
や
遺
族

ら
は
、
各
地
の
慰
霊
碑
を
訪
れ
、
自
宅
で
待
つ
「
家
族
の
分

も
」
と
、
よ
り
長
く
手
を
合
わ
せ
た
。
島
は
鎮
魂
と
平
和
の

祈
り
に
包
ま
れ
た
。

　
県
内
の
慰
霊
塔
で
戦
後
最

も
早
く
建
立
さ
れ
、
身
元
不

明
の
遺
骨
を
収
め
て
い
た
糸

満
市
米
須
の
「
魂
魄
の
塔
」

に
は
早
朝
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
た
。
午
前
中
に
一
時
、

強
い
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

訪
れ
た
人
々
は
静
か
に
手
を

合
わ
せ
、
犠
牲
に
な
っ
た
家

族
に
思
い
を
寄
せ
た
。

　
大
城
昌
清
さ
ん
（�
）＝
南

城
市
＝
は
亡
く
な
っ
た
父
と

お
ば
の
た
め
、
毎
年
訪
れ
て

い
る
。
海
軍
に
所
属
し
て
い

た
父
は
避
難
し
て
い
た
壕
の

近
く
で
爆
撃
に
遭
い
犠
牲
に

な
っ
た
。
当
時
は
幼
か
っ
た

た
め
「
お
母
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
た
」
と
言
葉
を
詰
ま
ら

せ
、
花
を
手
向
け
た
。

　
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈

念
公
園
。
国
籍
や
人
種
、敵
、

味
方
を
問
わ
ず
、
沖
縄
戦
な

ど
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
名

前
が
刻
ま
れ
た
平
和
の
礎
は

設
置
か
ら
�
年
と
な
り
、
刻

銘
者
は
�
万
１
５
９
３
人
に

達
し
た
。

　
父
方
の
祖
父
や
母
方
の
祖

母
ら
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
徳
元
加
代
子
さ
ん
（�
）＝

豊
見
城
市
＝
は
子
ど
も
３
人

と
孫
１
人
の
５
人
で
訪
れ

た
。戦
後
�
年
の
節
目
に
「ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
し
て
当
た

り
前
の
よ
う
に
継
承
し
て
い

き
た
い
」
と
孫
の
上
原
陸
ち

ゃ
ん
（１
）を
見
つ
め
た
。

　
戦
争
終
結
�
年
の
節
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る

こ
ん
に
ち

い

今
日
、
私
た
ち
は
、
忌
ま
わ
し
い
戦
争
の
記
憶

あ
や
ま

を
風
化
さ
せ
な
い
、
再
び
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
、
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
、
沖
縄
戦
で

得
た
教
訓
を
正
し
く
次
世
代
に
伝
え
、
平
和
を

希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
・
チ
ム
グ
ク
ル
」

を
世
界
に
発
信
し
、
共
有
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
す
。

　
戦
後
、
沖
縄
県
民
は
人
権
と
自
治
が
抑
圧
さ

れ
た
米
軍
占
領
下
に
あ
る
中
、
先
人
か
ら
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
を
守
り
、
チ
ム
グ

ク
ル
を
育
み
な
が
ら
、
復
興
と
発
展
の
道
を
力

強
く
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
戦
後
�
年
を
経
た
現
在
も
な

お
、
国
土
面
積
の
約
０
・
６
％
に
米
軍
専
用
施

設
の
約
�
・
３
％
が
集
中
し
、
米
軍
人
・
軍
属

等
に
よ
る
事
件
・
事
故
や
航
空
機
騒
音
、

ピ

ー

フ

ォ

ス

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
に
よ
る
水
質
汚
染
等
の
環
境
問
題

は
、
県
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

て
い
ま
す
。

　
名
護
市
辺
野
古
で
進
め
ら
れ
て
い
る
新
基
地

建
設
の
場
所
で
あ
る
辺
野
古
・
大
浦
湾
周
辺
の

海
は
、
絶
滅
危
惧
種
２
６
２
種
を
含
む
５
３
０

０
種
以
上
の
生
物
が
生
息
し
て
い
る
ホ
ー
プ
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
が
待

た
れ
る
ヤ
ン
バ
ル
の
森
も
生
物
多
様
性
の
宝
庫

れ
ん
か
ん

で
あ
り
、
陸
と
海
が
連
環
す
る
こ
の
沖
縄
の
自

然
体
系
そ
の
も
の
が
私
た
ち
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
こ
の
自
然
豊
か
な
海
や
森
を
次
の
世
代
、
ま

た
そ
の
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
今

を
生
き
る
我
々
世
代
が
未
来
を
見
据
え
、
責
任

を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
県
民
の
平
和
を
希
求
す
る
「沖
縄
の
こ
こ
ろ
」

を
世
界
に
発
信
し
、
国
際
平
和
の
創
造
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
１
年
に
創

設
し
た
沖
縄
平
和
賞
の
第
１
回
受
賞
者
で
あ
る

な
か
む
ら
て
つ

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
中
村
哲
医
師
が
、
昨
年
の

末
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
凶
弾
に
倒
れ
る
と
い

う
突
然
の
悲
報
が
あ
り
ま
し
た
。
中
村
先
生
は

人
の
幸
せ
を
「
三
度
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
、
家

族
が
一
緒
に
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
」
と
説

き
、現
地
の
人
々
が
生
き
る
た
め
に
河
を
引
き
、

干
か
ら
び
た
大
地
を
緑
に
変
え
、
武
器
を
農
具

に
持
ち
換
え
る
喜
び
を
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
中
村
先
生
の
「
非
暴
力
と

無
私
の
奉
仕
」
に
共
鳴
し
、
そ
の
姿
か
ら
人
々

が
平
和
に
生
き
る
こ
と
と
は
何
か
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
世
界
で
は
、
地
域
紛

争
や
テ
ロ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
国
や
地

域
が
あ
り
、
貧
困
、
飢
餓
、
差
別
、
人
権
の
抑

圧
、
環
境
の
破
壊
な
ど
の
構
造
的
な
暴
力
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
人
々
の
命
と
生
活

が
脅
か
さ
れ
る
未
曾
有
の
事
態
に
あ
り
、
経
済

活
動
に
も
甚
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
感
染
症
は
、病
気
へ
の
恐
れ
が
不
安
を
呼
び
、

そ
の
不
安
が
差
別
や
偏
見
を
生
み
出
し
、
社
会

を
分
断
さ
せ
る
と
い
う
怖
さ
を
秘
め
て
い
ま

す
。

ぬ
ち

　
だ
か
ら
こ
そ
、
命
ど
ぅ
宝
、
生
き
る
こ
と
の

尊
さ
を
世
界
中
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

違
い
を
認
め
合
い
、
協
力
し
、
信
頼
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
心
穏
や
か
で
真
に
豊
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
連
が
提
唱
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
人
間
の
安

全
保
障
の
実
現
に
向
け
、
国
際
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
今
こ
そ
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
平
和
祈
念
公
園
に
は
、
国
籍
や
人
種
の

別
な
く
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
方
々
の

い
し
じ

名
前
を
刻
む
「
平
和
の
礎
」
が
あ
り
ま
す
。
礎

の
前
で
、
刻
ま
れ
た
名
前
を
な
ぞ
り
な
が
ら
生

き
て
い
た
証
を
感
じ
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

と
の
祈
り
を
寄
せ
る
御
遺
族
の
姿
は
、
私
た
ち

し
ん
し
ん

の
心
に
深
々
と
染
み
入
っ
て
き
ま
す
。

　
平
和
の
広
場
の
中
央
に
は
、
被
爆
地
広
島
市

と
も
し
び

の
「
平
和
の
灯
」
と
長
崎
市
の
「
誓
い
の
火
」

か
ら
分
け
て
い
た
だ
い
た
火
と
、
沖
縄
戦
最
初

の
米
軍
の
上
陸
地
で
あ
る
座
間
味
村
阿
嘉
島
で

採
取
し
た
火
を
合
わ
せ
た
「
平
和
の
火
」
が
と

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
人
類
史
上

た他
に
類
を
見
な
い
惨
禍
を
経
験
さ
れ
た
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
平
和
を
願
う
心
を
共
有
し
、

人
類
が
二
度
と
「
黒
い
雨
」
や
「
鉄
の
暴
風
」

を
経
験
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
心
に
「
平
和

の
火
」
を
と
も
し
、
尊
い
誓
い
を
守
り
続
け
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
す
。

　
そ
し
て
今
こ
そ
全
人
類
の
英
知
を
結
集
し

て
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
戦
争
の
放
棄
、
恒
久
平

和
の
確
立
の
た
め
総
力
を
あ
げ
て
ま
い
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

く

あ

い
く
さ

ゆ
ゐ

　
此
り
ま
で
ぃ
に
有
て
ー
な
ら
ん
戦
争
因
に

あ
た
ら
ぬ
ち

う
し
な

か
た
が
た

た
ま
し
ー

な
ど
ぅ

可
惜
命
、
失
み
そ
ー
ち
ゃ
る
人
々
ぬ
魂
が
穏
　

な
ど
ぅ
ー

ぐ
と
ぅ

う
に
げ
ー

く

々
と
ぅ
な
み
し
ぇ
ー
る
如
　
御
祈
っ
し
、
此
り

さ
ち
じ
や
ち

ゆ
ー

い
く
さ

ね
ー

み
る
く
ゆ
ー

か
ら
未
来
ぬ
世
ね
ー
　
戦
争
ぬ
無
ら
ん
弥
勒
世

ま
に

う
ま
ん
ち
ゅ

ゆ
る
く

み
つ

あ

（
平
和
）
招
ち
、
御
万
人
ぬ
喜
び
ぬ
満
ち
溢
ん

し
ん
て
ぃ
ー

に
ん
ぐ
ゎ
ん

で
ぃ
ぬ
な
み
し
ぇ
ー
し
心
底
か
ら
念
願
っ
し
、

い

う
む
い

行
ち
ゅ
る
所
存
や
い
び
ー
ん
。
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本
日
、
慰
霊
の
日
に
当
た
り
、
犠
牲
に
な
ら

た
ま

あ
い
と
う

れ
た
全
て
の
み
霊
に
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
、
戦
争
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
の
道
の
り
を
真
摯
に
探
り
、
我
が
国

き
ょ
う
じ

が
非
核
平
和
国
家
と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
、
世

界
の
人
々
と
手
を
取
り
合
い
、
こ
の
島
が
平
和

交
流
の
拠
点
と
な
る
べ
く
国
際
平
和
の
実
現
に

貢
献
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
全

身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
こ
こ
に
宣

言
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
６
月
�
日

沖
縄
県
知
事
　
玉
城
デ
ニ
ー

（
う
ち
な
ー
ぐ
ち
・
英
語
の
訳
）

　
こ
れ
ま
で
の
戦
争
に
よ
る
犠
牲
に
な
っ
た
人

々
の
魂
が
安
ら
ぎ
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
類
の
未
来
に
は
平
和
と
喜
び
あ
ら
ん

こ
と
を
祈
り
続
け
ま
す
。

（３ ） 第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）６ 月２３日 火曜日 （２ ）



米軍兵士に話し掛けられる軍服を着た少
年たち。米軍の記録では左は�歳、右は
�歳となっている（沖縄県公文書館所蔵）

膝まで泥に漬かりながら逃げる日本兵。
その横には米軍に殺された日本兵が横た
わっている（沖縄県公文書館所蔵）

座間味島の病院に入院している子どもた
ち。米軍の記録では、彼らは親によって
のどをかき切られていた。のどや額に包
帯が巻かれている（沖縄県公文書館所蔵）

やせ細った子どもたちが集められたコ
ザ孤児院＝１９４５年８月４日（沖縄県公
文書館所蔵）

　皆さんは「学徒隊」や「集団自決」（強制集団死）という言葉を

聞いたことがありますか？　漢字が並んで難しそうですが、沖縄戦

について学ぶ時によく出てくる大切な言葉です。このページでは沖

縄戦を学ぶ上でぜひ知っておいてほしい言葉を五つ紹介します。

　沖縄に配備された日本軍第�軍は兵力不足を補うため、

沖縄に住む�～�歳までの男性約２万人を集めて（防衛召

集）、兵士として戦闘に参加させました。�歳以上の男性

は現役兵としてすでに召集されていたため、兵役につかず

に地域に残っていた男性を根こそぎ戦場に動員したので

す。

　防衛召集の対象は、当時の法律上は�～�歳の男子とな

っていましたが、数合わせのために�歳を超える人が召集

された例もあります。

　彼らは「防衛隊」と呼ばれ、弾薬などの物資や負傷兵の

運搬や伝令などさまざまな後方任務に当たりました。日本

軍による斬り込み作戦に駆り出された人もいます。戦場で

危険な任務を与えられた防衛隊の戦死者は約１万３０００人に

上るとみられています。約６割が戦死したのです。

　１９４４年７月７日、米軍の攻撃でサイパンの日本軍が壊滅

したことをきっかけに、政府は沖縄を含む南西諸島から老

人、子ども、女性を九州や台湾へ疎開させることを決定し

ました。この年の８月�日、多数の学童（小学生）を乗せ

て那覇から九州へ向かっていた船「対馬丸」が米潜水艦の

魚雷攻撃で沈没し、約１５００人が亡くなりました。

　沖縄戦の前に国民学校（今の小学校）の学童約６０００人が

家族と離れて熊本や宮崎、大分へ集団疎開しました。疎開

した学童たちは受け入れ先の学校内や寺、旅館などで引率

者とともに寝泊まりをしました。寒さや空腹、伝染病など

で犠牲となる子どももおり、過酷な生活を強いられました。

その体験は「ヤーサン（ひもじい）、ヒーサン（寒い）、

シカラーサン（寂しい）」という言葉で語られています。

　米軍の沖縄上陸が迫る中、日本軍は足りない兵力を補う

ために沖縄の�～�歳までの生徒を集めて「学徒隊」をつ

くり、戦闘に参加させました。約１９００人（男子約１４００人、

女子約５００人）の生徒が動員され、男子生徒は鉄血勤皇隊

や通信隊として、物資を運んだり切断された電話線を直し

たりする任務につきました。女子生徒は病院壕に配属され

て負傷兵の看護を手伝いました。

　当時の教育では、天皇や国のために尽くすことが国民の

務めと教えられていました。戦争の状況など正確な情報が

国民に隠されていました。実際には日本軍が劣勢に立たさ

れているにもかかわらず、多くの生徒たちは日本の勝利を

疑わずに戦場へと向かっていきました。

　男子学徒隊は全動員数の約半数にあたる８１６人（教師�

人含む）が戦死し、女子学徒隊も２０２人（教師�人含む）

が犠牲になりました。動員数や戦死者数が分からない学校

もあります。

　米軍が上陸した慶良間の島々や沖縄本島の各地で、住民

の「集団自決」（強制集団死）が起きました。手りゅう弾

や鎌などで、親子やきょうだい、夫婦らが殺し合い、住民

が命を落としました。

　沖縄戦が始まる前に、日本軍は陣地造りなどに住民を動

員しました。陣地の場所などを知る住民の口から軍の情報

が漏れるのを恐れた日本軍は、住民に「捕虜になれば女性

は暴行された後に殺され、男性は戦車でひき殺される」「米

軍は鬼や獣のようだ」などと伝えて恐怖心を与え、米軍に

投降させないようにしました。米軍の上陸でパニックに陥

った住民たちは極限状態の中で「集団自決」（強制集団死）

に追い込まれました。

　日本軍から住民に対し自決命令があったかについてはさ

まざまな議論があります。しかし、日本軍が住民に捕虜と

なることを禁じたことや、手りゅう弾が住民に配られたこ

となど、日本軍の駐留そのものが、自らの命を絶つ選択を

住民に強い、誘導する状況をつくり上げたと言えます。

　米軍は４月の本島上陸直後から、占領した各所に収容所

を設け、孤児院や老人施設を併設しました。孤児院は辺土

名、田井等、越来、糸満、百名など�カ所にあり、ピーク

時には千人余りの子どもがいたといわれていますが、詳し

い数は分かっていません。

　戦争で親を亡くした子や、逃げる途中で家族とはぐれた

子らが収容されていました。その中には自分の名前や住所

を言えない赤ちゃんや幼児もいました。栄養失調で衰弱し

て亡くなる子は後を絶ちませんでした。戦後に琉球政府が

まとめた戦争孤児の総数は沖縄本島で３０００人に上るとされ

ています。

（ ４ ）２０２０年（令和２年）６ 月２３日 火曜日
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